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平
成
30
年
度

当
初
予
算
の
編
成
方
針

国
に
お
い
て
は
、
経
済
・
財
政
再
生
計

画
の
枠
組
み
の
下
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な

く
歳
出
改
革
に
取
り
組
む
一
方
、
施
策
の

優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、
無
駄
を
徹
底
し

て
排
除
し
つ
つ
、
予
算
の
中
身
を
大
胆
に

重
点
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
財
政

運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
健
全
な
行
財

政
運
営
に
努
め
、
重
要
な
課
題
に
対
し
て

は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
予
算
で

は
、
本
市
が
直
面
す
る
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
や
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
事
業
を
最
優
先
事
業
と
位
置
付
け
、｢

安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
地
域
活
力
を
創

出
す
る
予
算｣

を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
総
合
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る｢

安
全
・
安
心｣

｢

活

力｣｢

共
生｣｢

行
財
政｣

に
基
づ
く
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、
六
つ
の
施
策
か
ら

成
る
基
本
方
針
の
計
画
的
な
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針

①
健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）

②
快
適
で
魅
力
的
な
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り（
生
活
環
境
）

③
地
域
の
豊
か
な
個
性
で
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）

④
安
全
性
と
利
便
性
の
質
を
高
め
る
ま
ち

づ
く
り（
社
会
基
盤
）

⑤
次
世
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

づ
く
り（
教
育
文
化
）

⑥
市
民
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
す
る
ま
ち

づ
く
り（
地
域
経
営
）

主
な
事
業
の
紹
介

①
健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）〈
82
事
業
〉

　
　
　
　
３
７
５
億
５
０
４
５
万
円

▼
子
育
て
支
援
強
化
事
業
　
　
　
　
拡
充

　
産
後
の
骨
盤
ケ
ア
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
産
後
ケ
ア
応
援
券
を
新
た
に

交
付
し
ま
す
。

　

▼
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
〔
特
別
会
計
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
事
業

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
配
置
し
、
困
り
ご
と

な
ど
を
地
域
内
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

▼
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
　

　
拡
充

　
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減（
第
２
子
半

額
、
第
３
子
全
額
）が
全
世
帯
対
象
に
な
り

ま
す
。

▼
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
軽
減
　
拡
充

　
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認

定
）の
保
育
料
を
市
立
幼
稚
園
並
み
に
軽
減

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

②
快
適
で
魅
力
的
な
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り（
生
活
環
境
）〈
37
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
35
億
３
２
１
９
万
円

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

犯
罪
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
市
内
主
要
交

差
点
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

▼
川
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備

　
改
良
事
業

　
計
画
的
な
大
規
模
改
修
お
よ
び
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

③
地
域
の
豊
か
な
個
性
で
活
力
を
生
み
出
す

ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）〈
70
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
23
億
２
７
７
０
万
円

▼
新
規
就
農
支
援
金
支
給
事
業
　

　
拡
充

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た

平成
30年度

～『安全・安心な暮らしを守り地域活力を創出する予算』を編成～

当初予算の概要

3 2018.5.25　広報さつませんだい

め
、
農
業
公
社
研
修
期
間
お
よ
び
新
規
就

農
者
へ
の
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。      

　
　

　     

　
　
　
　

▼
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
出
事
業

拡
充
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
充

　
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

気
・
熱
）の
利
用
可
能
量
・
事
業
可
能
性
な

ど
の
調
査
や
、
竹
材
供
給
推
進
補
助
金
の

交
付
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

▼
旅
行
誘
客
事
業
　
　
　
　
　
　
　

拡
充

　
明
治
維
新
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
本
市
と
明
治
維
新
に
関
わ
っ
た
人
物

の
ゆ
か
り
の
地
や
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
造
成
お
よ
び
大
河

ド
ラ
マ
に
関
わ
っ
た
方
を
招
い
て
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

④
安
全
性
と
利
便
性
の
質
を
高
め
る

　
ま
ち
づ
く
り（
社
会
基
盤
）〈
43
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　47
億
５
６
４
８
万
円

▼
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　

　
大
学
な
ど
の
卒
業
者
が
市
内
の
事
業
所

に
就
職
し
た
場
合
に
、
奨
学
金
の
返
還
に

対
し
補
助
を
行
い
、
若
者
の
市
内
就
職
を

促
進
し
ま
す
。

▼
川
内
港
振
興
事
業
　
　
　
　
　
　
拡
充

　
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
安
定
的
継
続
や
川

内
港
の
利
活
用
・
振
興
を
図
る
た
め
、
中
国

常
熟
港
向
け
の
木
材
輸
出
を
支
援
し
ま
す
。

▼
天
辰
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
特
別
会
計
〕

川
内
川
市
街
部
改
修
と
と
も
に
都
市
基

盤
整
備
を
行
い
、
機
能
的
で
居
住
環
境
良

好
な
新
市
街
地
を
創
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

⑤
次
世
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む

　
ま
ち
づ
く
り（
教
育
文
化
）〈
45
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
37
億
９
６
３
０
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
　
　
　
拡
充

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
合
宿
招
へ
い
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
事
業

▼
国
民
体
育
大
会
準
備
事
業
　
　
　
拡
充

平
成
31
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
お
よ
び
平
成
32
年
の
第
75
回
国
民
体

育
大
会
開
催
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

▼
東
郷
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
事
業 

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
東
郷
地
域
に
小
中
一
貫
校「
東

郷
学
園
義
務
教
育
学
校
」を
整
備
し
ま
す
。

                                                  

な
ど

⑥
市
民
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
す
る

　
ま
ち
づ
く
り（
地
域
経
営
）〈
26
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
７
億
６
２
９
４
万
円

▼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

地
域
の
活
性
化
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
拡
充
を
図
る
た
め
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
対
し
て
特
産
品
の

返
礼
を
行
い
、
地
域
の
特
産
品
の
販
売
促

進
と
寄
附
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

【
問
合
先
】=

本
庁
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

（
23
）5
1
1
1（
内
線
4
7
2
1
）

燃ゆる感動かごしま国体大会マスコット
「ぐりぶー」

東郷学園義務教育学校イメージ図
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平
成
30
年
度

当
初
予
算
の
編
成
方
針

国
に
お
い
て
は
、
経
済
・
財
政
再
生
計

画
の
枠
組
み
の
下
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な

く
歳
出
改
革
に
取
り
組
む
一
方
、
施
策
の

優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、
無
駄
を
徹
底
し

て
排
除
し
つ
つ
、
予
算
の
中
身
を
大
胆
に

重
点
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
財
政

運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
健
全
な
行
財

政
運
営
に
努
め
、
重
要
な
課
題
に
対
し
て

は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
予
算
で

は
、
本
市
が
直
面
す
る
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
や
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
事
業
を
最
優
先
事
業
と
位
置
付
け
、｢

安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
地
域
活
力
を
創

出
す
る
予
算｣

を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
総
合
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る｢

安
全
・
安
心｣

｢

活

力｣｢

共
生｣｢

行
財
政｣

に
基
づ
く
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、
六
つ
の
施
策
か
ら

成
る
基
本
方
針
の
計
画
的
な
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針

①
健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）

②
快
適
で
魅
力
的
な
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り（
生
活
環
境
）

③
地
域
の
豊
か
な
個
性
で
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）

④
安
全
性
と
利
便
性
の
質
を
高
め
る
ま
ち

づ
く
り（
社
会
基
盤
）

⑤
次
世
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

づ
く
り（
教
育
文
化
）

⑥
市
民
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
す
る
ま
ち

づ
く
り（
地
域
経
営
）

主
な
事
業
の
紹
介

①
健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）〈
82
事
業
〉

　
　
　
　
３
７
５
億
５
０
４
５
万
円

▼
子
育
て
支
援
強
化
事
業
　
　
　
　
拡
充

　
産
後
の
骨
盤
ケ
ア
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
産
後
ケ
ア
応
援
券
を
新
た
に

交
付
し
ま
す
。

　

▼
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
〔
特
別
会
計
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
事
業

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
配
置
し
、
困
り
ご
と

な
ど
を
地
域
内
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

▼
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
　

　
拡
充

　
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減（
第
２
子
半

額
、
第
３
子
全
額
）が
全
世
帯
対
象
に
な
り

ま
す
。

▼
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
軽
減
　
拡
充

　
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認

定
）の
保
育
料
を
市
立
幼
稚
園
並
み
に
軽
減

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

②
快
適
で
魅
力
的
な
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り（
生
活
環
境
）〈
37
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
35
億
３
２
１
９
万
円

▼
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

犯
罪
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
市
内
主
要
交

差
点
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

▼
川
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備

　
改
良
事
業

　
計
画
的
な
大
規
模
改
修
お
よ
び
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

③
地
域
の
豊
か
な
個
性
で
活
力
を
生
み
出
す

ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）〈
70
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
23
億
２
７
７
０
万
円

▼
新
規
就
農
支
援
金
支
給
事
業
　

　
拡
充

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た

平成
30年度

～『安全・安心な暮らしを守り地域活力を創出する予算』を編成～

当初予算の概要

3 2018.5.25　広報さつませんだい

め
、
農
業
公
社
研
修
期
間
お
よ
び
新
規
就

農
者
へ
の
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。      

　
　

　     
　
　
　
　

▼
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
出
事
業

拡
充
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
充

　
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

気
・
熱
）の
利
用
可
能
量
・
事
業
可
能
性
な

ど
の
調
査
や
、
竹
材
供
給
推
進
補
助
金
の

交
付
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

▼
旅
行
誘
客
事
業
　
　
　
　
　
　
　

拡
充

　
明
治
維
新
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
本
市
と
明
治
維
新
に
関
わ
っ
た
人
物

の
ゆ
か
り
の
地
や
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
造
成
お
よ
び
大
河

ド
ラ
マ
に
関
わ
っ
た
方
を
招
い
て
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

④
安
全
性
と
利
便
性
の
質
を
高
め
る

　
ま
ち
づ
く
り（
社
会
基
盤
）〈
43
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　47
億
５
６
４
８
万
円

▼
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　

　
大
学
な
ど
の
卒
業
者
が
市
内
の
事
業
所

に
就
職
し
た
場
合
に
、
奨
学
金
の
返
還
に

対
し
補
助
を
行
い
、
若
者
の
市
内
就
職
を

促
進
し
ま
す
。

▼
川
内
港
振
興
事
業
　
　
　
　
　
　
拡
充

　
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
安
定
的
継
続
や
川

内
港
の
利
活
用
・
振
興
を
図
る
た
め
、
中
国

常
熟
港
向
け
の
木
材
輸
出
を
支
援
し
ま
す
。

▼
天
辰
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
特
別
会
計
〕

川
内
川
市
街
部
改
修
と
と
も
に
都
市
基

盤
整
備
を
行
い
、
機
能
的
で
居
住
環
境
良

好
な
新
市
街
地
を
創
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

⑤
次
世
代
を
担
う
人
と
文
化
を
育
む

　
ま
ち
づ
く
り（
教
育
文
化
）〈
45
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
37
億
９
６
３
０
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
　
　
　
拡
充

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
合
宿
招
へ
い
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
事
業

▼
国
民
体
育
大
会
準
備
事
業
　
　
　
拡
充

平
成
31
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
お
よ
び
平
成
32
年
の
第
75
回
国
民
体

育
大
会
開
催
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

▼
東
郷
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
事
業 

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
東
郷
地
域
に
小
中
一
貫
校「
東

郷
学
園
義
務
教
育
学
校
」を
整
備
し
ま
す
。

                                                  

な
ど

⑥
市
民
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
す
る

　
ま
ち
づ
く
り（
地
域
経
営
）〈
26
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
７
億
６
２
９
４
万
円

▼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

地
域
の
活
性
化
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
拡
充
を
図
る
た
め
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
対
し
て
特
産
品
の

返
礼
を
行
い
、
地
域
の
特
産
品
の
販
売
促

進
と
寄
附
の
拡
大
を
図
り
ま
す
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な
ど

【
問
合
先
】=

本
庁
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

（
23
）5
1
1
1（
内
線
4
7
2
1
）

燃ゆる感動かごしま国体大会マスコット
「ぐりぶー」

東郷学園義務教育学校イメージ図
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■自主財源：地方公共団体が
自主的に収入できるお金
■依存財源：国や県から定め
られた額が交付されたり、割り
当てられたりするお金

■国庫支出金：特定の事業に
対して、国から交付されるお金
■市債：公共事業などの財源
として、国などから借りるお金

■扶助費：生活保護法、児童福
祉法、老人福祉法などに基づ
いた経費
■義務的経費：支出が義務付
けられ、任意に削減できない
経費
■投資的経費：支出の効果が
資本形成に向けられ、道路建
設や学校建設など将来に残る
ものに支出される経費
■繰出金：一般会計と特別会
計または特別会計相互間にお
いて支出される経費

■民生費：児童、高齢者、障害
者の福祉推進などの経費
■衛生費：保健衛生や環境対
策、ごみ処理対策などの経費
■総務費：総務管理、財産管理
などの総務的な経費
■教育費：学校の管理運営や
施設整備および生涯学習を推
進するための経費
■公債費：これまでの施設整
備などで借りたお金の返済の
ための経費
■土木費：道路、公園、市営住
宅の整備などの経費
■農林水産業費：農林漁業の
振興のための経費
■商工費：商工業や観光振興
のための経費
■消防費：消防・救急活動など
のための経費
■災害復旧費：災害被害の復
旧に要する経費

用 語 解 説

0 20 40 60 80 100

固定資産税
72億1,037万2千円（56.5％）

市民税（個人分）
33億3,449万1千円（26.1％）

市民税（法人分）
8億4,914万1千円（6.7%）

市たばこ税
6億1,615万6千円（4.8%）

軽自動車税
 3億2,298万1千円（2.5%）

その他
 1,714万6千円（0.1%）

使用済核燃料税
 4億1,975万円（3.3%）

市 税 の 内 訳

歳出（性質別）

歳出

歳入
529億
7,000万円

529億
7,000万円

地方交付税

依存財源 自主財源

市税

国庫支出金
135 億円

（25.5％）

331 億 5,938 万 4 千円（62.6％） 198 億 1,061 万 6 千円（37.4％）

127 億 7,003 万 7 千円
（24.1％）

90 億 5,996 万 4 千円
（17.1％）

市債
40 億 9,440 万円

（7.7％）

繰入金
36 億 5,760 万 5 千円

（6.9％）

県支出金
41 億 1,643 万 5 千円

（7.8％）

使用料及び手数料
7 億 9,965 万 9 千円

（1.5％）

繰越金
10 億円（1.9％）

地方消費税
交付金等
19 億 358 万 5 千円 

（3.5％）

分担金及び負担金
4 億 341 万 7 千円

（0.8％）

諸収入
5 億 1,624 万円（1.0％）

財産収入
1 億 7,495 万 8 千円

（0.3％）

寄附金
4 億 8,870 万円（0.9％）

地方譲与税
4 億 8,500 万円

（1.0％）

人件費
95 億 804 万 8 千円

（17.9％）

義務的経費
271 億 8,745 万 9 千円

（51.3％）

扶助費
122 億 1,733 万 5 千円

（23.1％）

民生費
149億2,576万3千円

（28.2％）

衛生費
72億883万9千円

（13.6％）

総務費
66億5,546万6千円

（12.6％）

公債費
54億6,207万6千円
（10.3％）

土木費
54億1,579万3千円
（10.2％）

教育費
61億2,858万4千円
（11.5％）

農林水産業費
21億2,252万8千円

（4.0％）

消防費
19億9,046万5千円

（3.7％）

商工費
20億4,752万9千円

（3.9％）

災害復旧費
5億6,316万1千円

（1.1％）

議会費
3億754万8千円

（0.6％）

諸支出金
5,207万3千円

（0.1％）

労働費
4,017万5千円

（0.1％）

予備費
5,000万円

（0.1％）

（％）

公債費
54 億 6,207 万 6 千円

（10.3％）

普通建設事業費
72 億 8,792 万 7 千円

（13.7％）

物件費
77 億 7,251 万 2 千円

（14.7％）

投資的経費
78 億 5,108 万 8 千円

（14.8％）

その他
179 億 3,145 万 3 千円

（33.9％）

補助費等
43 億 2,537 万 7 千円

（8.2％）

維持補修費
11 億 2,500 万 8 千円

（2.1％）

災害復旧事業費
5 億 6,316 万 1 千円

（1.1％）

その他
3 億 2,314 万 6 千円（0.6％）

繰出金
43 億 8,541 万円

（8.3％）

（目的別）歳出

歳入

当初予算の概要

● 一般会計の年度末市債残高の推移

● 特別会計　当初予算額および市債残高 

● 全会計の年度末市債残高の推移 （単位：億円）

● 一時借入金の状況

● 年度末基金残高の推移 （単位：億円）

（単位：億円）

＊特定目的基金（一般会計分）を計上

＊ 年度末は支払いが集中するため、一時的に借り入れるお金です。

● 公営企業会計　当初予算額および企業債残高

公営企業会計名称 平成 30 年度当初予算額 企業債（借入金）の現在高 
（平成 30 年 3 月 31 日現在）

水道事業
上水道の 

管理運営

収益的収支
＊日々の営業活動に
　必要な経費

収入
（水道料金など）

18 億 8,474 万 5 千円

48 億 4,573 万 8 千円
支出 15 億 9,125 万 5 千円

資本的収支
＊施設の改良などに
　必要な経費

収入
（出資金など）

3 億 7,346 万　　円

支出 12 億 2,244 万 1 千円

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

残　高 617.1 507.3 491.3 463.4 429.8 402.4 391.5 

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ30（当初予算ベース）

残　高 845.4 734.2 529.9

会計名称 一時借入金残高 借入期間

一般会計 0円 －

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ30（当初予算ベース）

残　高 115.6 123.9 158.5

特別会計名称 平成 30 年度当初予算額 市債（借入金）の現在高
（平成 30 年３月 31 日現在）

簡易水道事業 3 億 2,067 万円 8 億 7,241 万 7 千円

温泉給湯事業 4,539 万円 －

公共下水道事業 12 億 8,952 万円 46 億 5,787 万 2 千円

農業集落排水事業 2 億 6,044 万円 9 億 7,201 万 6 千円

漁業集落排水事業 9,106 万円 5 億 1,846 万　　円

浄化槽事業 1,699 万円 3,010 万　　円

天辰第一地区土地区画整理事業 6 億 2,138 万円 13 億 9,488 万 4 千円

天辰第二地区土地区画整理事業 6 億 3,363 万円 －

入来温泉場地区土地区画整理事業 4 億 6,285 万円 5 億 4,850 万 2 千円

国民健康保険事業 111 億 3,680 万円 －

国民健康保険直営診療施設勘定 9 億 6,382 万円 7,154 万 9 千円

介護保険事業 103 億 6,337 万円 －

後期高齢者医療事業 11 億 8,816 万円 －

13 特別会計の合計 273 億 9,408 万円 90 億 6,580 万　　円

平成 30 年3月31日現在

5 2018.5.25　広報さつませんだい
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（14.7％）

投資的経費
78 億 5,108 万 8 千円

（14.8％）

その他
179 億 3,145 万 3 千円

（33.9％）

補助費等
43 億 2,537 万 7 千円

（8.2％）

維持補修費
11 億 2,500 万 8 千円

（2.1％）

災害復旧事業費
5 億 6,316 万 1 千円

（1.1％）

その他
3 億 2,314 万 6 千円（0.6％）

繰出金
43 億 8,541 万円

（8.3％）

（目的別）歳出

歳入

当初予算の概要

● 一般会計の年度末市債残高の推移

● 特別会計　当初予算額および市債残高 

● 全会計の年度末市債残高の推移 （単位：億円）

● 一時借入金の状況

● 年度末基金残高の推移 （単位：億円）

（単位：億円）

＊特定目的基金（一般会計分）を計上

＊ 年度末は支払いが集中するため、一時的に借り入れるお金です。

● 公営企業会計　当初予算額および企業債残高

公営企業会計名称 平成 30 年度当初予算額 企業債（借入金）の現在高 
（平成 30 年 3 月 31 日現在）

水道事業
上水道の 

管理運営

収益的収支
＊日々の営業活動に
　必要な経費

収入
（水道料金など）

18 億 8,474 万 5 千円

48 億 4,573 万 8 千円
支出 15 億 9,125 万 5 千円

資本的収支
＊施設の改良などに
　必要な経費

収入
（出資金など）

3 億 7,346 万　　円

支出 12 億 2,244 万 1 千円

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

残　高 617.1 507.3 491.3 463.4 429.8 402.4 391.5 

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ30（当初予算ベース）

残　高 845.4 734.2 529.9

会計名称 一時借入金残高 借入期間

一般会計 0円 －

区　分 Ｈ17 Ｈ21 Ｈ30（当初予算ベース）

残　高 115.6 123.9 158.5

特別会計名称 平成 30 年度当初予算額 市債（借入金）の現在高
（平成 30 年３月 31 日現在）

簡易水道事業 3 億 2,067 万円 8 億 7,241 万 7 千円

温泉給湯事業 4,539 万円 －

公共下水道事業 12 億 8,952 万円 46 億 5,787 万 2 千円

農業集落排水事業 2 億 6,044 万円 9 億 7,201 万 6 千円

漁業集落排水事業 9,106 万円 5 億 1,846 万　　円

浄化槽事業 1,699 万円 3,010 万　　円

天辰第一地区土地区画整理事業 6 億 2,138 万円 13 億 9,488 万 4 千円

天辰第二地区土地区画整理事業 6 億 3,363 万円 －

入来温泉場地区土地区画整理事業 4 億 6,285 万円 5 億 4,850 万 2 千円

国民健康保険事業 111 億 3,680 万円 －

国民健康保険直営診療施設勘定 9 億 6,382 万円 7,154 万 9 千円

介護保険事業 103 億 6,337 万円 －

後期高齢者医療事業 11 億 8,816 万円 －

13 特別会計の合計 273 億 9,408 万円 90 億 6,580 万　　円

平成 30 年3月31日現在
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● 市有財産の現在高  

● 平成 29 年度歳入歳出予算の執行状況

〇一般会計（使いみちが限定されていない、一般的な会計）

〇特別会計（使いみちが限定されている会計） 平成 30 年3月31日現在

平成 30 年3月31日現在

財　　産　　区　　分 平成 28 年度末現在高 前年度比較増減

土　　地 9,598 万 6,402 ㎡ 20 万 5,313 ㎡

山　　林 7,992 万 3,094 ㎡ 15 万 9,687 ㎡

山林以外の土地 1,606 万 3,308 ㎡ 4 万 5,626 ㎡

建　　物 63 万 7,597 ㎡ △ 1万　987 ㎡

有価証券（甑島商船株式会社など） 4,627 万 6,650 円 △ 50 万　　　円

出資による権利
（市民まちづくり公社出捐金、漁業信用基金協会出資金など） 2億 7,366 万 3,000 円 65 万　　　円

債　　権（市民税、住宅新築資金等貸付金など） 6億　330 万 3,987 円 440 万 4,464 円

基　　金（財政調整基金、減債基金など） 225 億　301 万 1,994 円 7 億 8,098 万 8,283 円

　　　　　　　　　　　　　　　　 区 　　分
　　　会 　計　 名 予　算　現　額 歳出予算執行率 歳入予算執行率

下半期 上・下半期計 下半期 上・下半期計
簡易水道事業 3億 3,814 万　　円 53.3% 82.5% 20.9% 42.4%
温泉給湯事業 5,778 万 4 千円 45.2% 82.1% 28.3% 75.6%
公共下水道事業 10 億 6,897 万 8 千円 30.3% 42.8% 19.5% 25.7%
農業集落排水事業 2億 3,060 万 3 千円 41.1% 74.3% 12.4% 22.8%
漁業集落排水事業 7,678 万 6 千円 47.6% 89.8% 13.4% 24.4%
浄化槽事業 1,735 万　　円 41.6% 78.1% 20.0% 40.5%
天辰第一地区土地区画整理事業 3億 5,200 万 4 千円 48.2% 79.9% 0.0% 0.5%
天辰第二地区土地区画整理事業 2億 1,008 万 1 千円 19.7% 23.9% 0.0% 0.6%
入来温泉場地区土地区画整理事業 3億 9,534 万　　円 40.4% 59.9% 0.3% 1.5%
国民健康保険事業 143 億 1,221 万 2 千円 46.2% 87.6% 41.3% 78.6%
国民健康保険直営診療施設勘定 9億 6,168 万 7 千円 47.7% 90.3% 27.6% 49.9%
介護保険事業 109 億 9,796 万　　円 47.6% 85.8% 41.6% 83.2%
後期高齢者医療事業 12 億　109 万 8千円 67.4% 98.8% 67.1% 99.3%

計 302 億 2,002 万 3 千円 46.9% 84.8% 39.4% 74.9%

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予　算　現　額 予算執行状況 区　分 予　算　現　額 予算執行状況
下半期 上・下半期計 下半期 上・下半期計

地方交付税 151 億 1,075 万 7 千円 36.3% 100.0% 民 生 費 151 億 9,173 万 5 千円 43.2% 80.6%

市 税 131 億 1,384 万 3 千円 40.3% 102.9% 総 務 費 95 億 4,375 万 5 千円 60.4% 90.5%

国庫支出金 85 億 8,558 万 7 千円 51.8% 76.6% 衛 生 費 75 億 1,296 万 9 千円 44.7% 68.2%

県支出金 56 億 9,663 万 8 千円 76.8% 82.0% 公 債 費 62 億 8,002 万 8 千円 50.2% 75.8%

繰 入 金 33 億 3,198 万 5 千円 97.2% 97.2% 土 木 費 57 億 7,788 万 4 千円 38.3% 57.0%

市 債 32 億 6,800 万　　円 42.9% 42.9% 教 育 費 44 億 8,968 万 3 千円 58.7% 91.7%

そ の 他 70 億 6,307 万 7 千円 37.8% 97.0% そ の 他 73 億 7,383 万 3 千円 44.4% 76.8%
歳入合計 561 億 6,988 万 7 千円 47.9% 91.4% 歳出合計 561 億 6,988 万 7 千円 48.0% 78.1%
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当
初
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算
に
お
け
る
職
員
数
は
、
平
成
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人
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減
と
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＊
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成
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減
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設
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合
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・
１
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針
に
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い
、
岩
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１
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８
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業

《
主
な
事
業
》

▼
ゴ
ー
ル
ド
集
落
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減

▼�
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業
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落
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水
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業
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計
繰
出
金
長

期
債
償
還
金
の
減
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出
金
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減

⑵
着
手
年
度
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業

57
事
業

《
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業
》

▼
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舎
管
理
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　�
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舎
管
理
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費
の
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に
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る
Ⅲ
期
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施
予
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の
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▼
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舎
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　�
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Ⅲ
期
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減
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開
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承
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＊
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略
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業

40
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業
　
約
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６
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円

《
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⑴
生
き
生
き
と
働
く
ま
ち
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摩
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内

　
～
薩
摩
川
内
で
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く
～｢

雇
用｣

　
▼
企
業
立
地
事
業

　
▼
六
次
産
業
化
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援
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補
助
金

　
▼
次
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代
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ネ
ル
ギ
ー
産
業
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出
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業

⑵
暮
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し
た
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ち
薩
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～
薩
摩
川
内
で
暮
ら
す
～｢
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▼
地
域
お
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し
対
策
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▼
奨
学
金
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還
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援
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セ
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ル
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⑶
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て｣

　
▼
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も
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療
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成
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▼�
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後
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童
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ブ
運
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援
）

　
▼
感
染
症
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防
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業

⑷
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に
暮
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す
薩
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内

　
～
薩
摩
川
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つ
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る
～｢

地
域
づ
く
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▼�

次
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代
エ
ネ
ル
ギ
ー
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進
事
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地
球
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境
整
備
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助
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公
共
施
設
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ネ
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メ
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ト
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▼
都
市
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画
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進
事
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■
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政
運
営
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方
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付
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る
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年
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本
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営
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た
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の

■
普
通
建
設
事
業
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道
路
、
橋
梁
、
農
林
水
産
施
設
、
住
宅
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
ま
た
は
公
共
施

設
の
新
増
設
・
改
良
な
ど
を
行
う
建
設
事
業

に
要
す
る
費
用

■
維
持
補
修
費

　
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
な

ど
に
要
す
る
費
用

■
事
業
見
直
し

　
施
策
・
改
善
・
廃
止
な
ど
の
総
合
的
な
評

価
に
基
づ
き
、
次
の
３
期
に
分
け
て
段
階

的
に
見
直
し
を
行
う
も
の

　
Ⅰ
期
：
平
成
25
～
27
年
度

　
Ⅱ
期
：
平
成
28
～
30
年
度

　
Ⅲ
期
：
平
成
31
～
32
年
度

■
総
合
戦
略

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
人
口
減
少
、

地
域
の
衰
退
な
ど
と
い
っ
た
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題
に
対
し
、

集
中
的
・
効
果
的
に
展
開
す
る
施
策
を
定
め

た
も
の 用

語
解
説

進
捗
状
況

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
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● 市有財産の現在高  

● 平成 29 年度歳入歳出予算の執行状況

〇一般会計（使いみちが限定されていない、一般的な会計）

〇特別会計（使いみちが限定されている会計） 平成 30 年3月31日現在

平成 30 年3月31日現在

財　　産　　区　　分 平成 28 年度末現在高 前年度比較増減

土　　地 9,598 万 6,402 ㎡ 20 万 5,313 ㎡

山　　林 7,992 万 3,094 ㎡ 15 万 9,687 ㎡

山林以外の土地 1,606 万 3,308 ㎡ 4 万 5,626 ㎡

建　　物 63 万 7,597 ㎡ △ 1万　987 ㎡

有価証券（甑島商船株式会社など） 4,627 万 6,650 円 △ 50 万　　　円

出資による権利
（市民まちづくり公社出捐金、漁業信用基金協会出資金など） 2億 7,366 万 3,000 円 65 万　　　円

債　　権（市民税、住宅新築資金等貸付金など） 6億　330 万 3,987 円 440 万 4,464 円

基　　金（財政調整基金、減債基金など） 225 億　301 万 1,994 円 7 億 8,098 万 8,283 円

　　　　　　　　　　　　　　　　 区 　　分
　　　会 　計　 名 予　算　現　額 歳出予算執行率 歳入予算執行率

下半期 上・下半期計 下半期 上・下半期計
簡易水道事業 3億 3,814 万　　円 53.3% 82.5% 20.9% 42.4%
温泉給湯事業 5,778 万 4 千円 45.2% 82.1% 28.3% 75.6%
公共下水道事業 10 億 6,897 万 8 千円 30.3% 42.8% 19.5% 25.7%
農業集落排水事業 2億 3,060 万 3 千円 41.1% 74.3% 12.4% 22.8%
漁業集落排水事業 7,678 万 6 千円 47.6% 89.8% 13.4% 24.4%
浄化槽事業 1,735 万　　円 41.6% 78.1% 20.0% 40.5%
天辰第一地区土地区画整理事業 3億 5,200 万 4 千円 48.2% 79.9% 0.0% 0.5%
天辰第二地区土地区画整理事業 2億 1,008 万 1 千円 19.7% 23.9% 0.0% 0.6%
入来温泉場地区土地区画整理事業 3億 9,534 万　　円 40.4% 59.9% 0.3% 1.5%
国民健康保険事業 143 億 1,221 万 2 千円 46.2% 87.6% 41.3% 78.6%
国民健康保険直営診療施設勘定 9億 6,168 万 7 千円 47.7% 90.3% 27.6% 49.9%
介護保険事業 109 億 9,796 万　　円 47.6% 85.8% 41.6% 83.2%
後期高齢者医療事業 12 億　109 万 8千円 67.4% 98.8% 67.1% 99.3%

計 302 億 2,002 万 3 千円 46.9% 84.8% 39.4% 74.9%

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予　算　現　額 予算執行状況 区　分 予　算　現　額 予算執行状況
下半期 上・下半期計 下半期 上・下半期計

地方交付税 151 億 1,075 万 7 千円 36.3% 100.0% 民 生 費 151 億 9,173 万 5 千円 43.2% 80.6%

市 税 131 億 1,384 万 3 千円 40.3% 102.9% 総 務 費 95 億 4,375 万 5 千円 60.4% 90.5%

国庫支出金 85 億 8,558 万 7 千円 51.8% 76.6% 衛 生 費 75 億 1,296 万 9 千円 44.7% 68.2%

県支出金 56 億 9,663 万 8 千円 76.8% 82.0% 公 債 費 62 億 8,002 万 8 千円 50.2% 75.8%

繰 入 金 33 億 3,198 万 5 千円 97.2% 97.2% 土 木 費 57 億 7,788 万 4 千円 38.3% 57.0%

市 債 32 億 6,800 万　　円 42.9% 42.9% 教 育 費 44 億 8,968 万 3 千円 58.7% 91.7%

そ の 他 70 億 6,307 万 7 千円 37.8% 97.0% そ の 他 73 億 7,383 万 3 千円 44.4% 76.8%
歳入合計 561 億 6,988 万 7 千円 47.9% 91.4% 歳出合計 561 億 6,988 万 7 千円 48.0% 78.1%
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＊�【
　
】内
の
数
値
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
時

（
平
成
24
年
度
）の
基
礎
数
値
と
比
較
し
た

も
の
で
す
。

１ 

人
件
費
の
削
減

【
約
８
・
０
億
円
削
減
】

　
当
初
予
算
に
お
け
る
職
員
数
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
１
０
５
人
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
平
成
29
年
度
か
ら
は
４
人
の
削
減

２ 

施
設
の
統
廃
合

【
約
２
・
１
億
円
削
減
】

　
基
本
方
針
に
従
い
、
岩
下
集
会
所
や
大
内

田
集
会
所
の
無
償
譲
渡
、
黒
木
温
泉
公
衆
浴

場
施
設
の
無
償
貸
付
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

３ 

普
通
建
設
事
業
費
と

維
持
補
修
費
の
規
模
見
直
し
　

　
引
き
続
き
優
先
度
の
高
い
事
業
か
ら
取
り

組
み
ま
す
。

４ 

事
業
見
直
し【

約
５
・
１
億
円
削
減
】

＊
事
業
数
は
平
成
25
年
度
か
ら
の
累
計

⑴
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
着
手
し
た
事
業

１
１
８
事
業

《
主
な
事
業
》

▼
ゴ
ー
ル
ド
集
落
活
性
化
事
業

　
事
業
実
績
に
よ
る
補
助
金
の
削
減

▼�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
長

期
債
償
還
金
の
減
に
伴
う
繰
出
金
の
削
減

⑵
着
手
年
度
を
前
倒
し
し
た
事
業

57
事
業

《
主
な
事
業
》

▼
庁
舎
管
理
事
業

　�

庁
舎
管
理
経
費
の
減
に
よ
る
Ⅲ
期
実
施
予

定
か
ら
の
前
倒
し
削
減

▼
庁
舎
維
持
補
修
事
業

　�

維
持
補
修
費
の
減
に
よ
る
Ⅲ
期
実
施
予
定

か
ら
の
前
倒
し
削
減

５ 

成
長
戦
略
の
展
開
～
総
合
戦
略
へ
継
承
～

＊
総
合
戦
略
と
位
置
付
け
た
事
業

40
事
業
　
約
18
・
６
億
円

《
分
野
別
の
主
な
事
業
》

⑴
生
き
生
き
と
働
く
ま
ち
薩
摩
川
内

　
～
薩
摩
川
内
で
働
く
～｢

雇
用｣

　
▼
企
業
立
地
事
業

　
▼
六
次
産
業
化
支
援
事
業
補
助
金

　
▼
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
出
事
業

⑵
暮
ら
し
た
い
ま
ち
薩
摩
川
内

　
～
薩
摩
川
内
で
暮
ら
す
～｢

移
定
住｣

　
▼
地
域
お
こ
し
対
策
事
業

　
▼
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
▼
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

⑶
子
育
て
す
る
な
ら
薩
摩
川
内

　
～
薩
摩
川
内
で
育
て
る
～

｢

結
婚
・
出
産
・
子
育
て｣

　
▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
▼�

児
童
館
費（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

支
援
）

　
▼
感
染
症
予
防
事
業

⑷
豊
か
に
暮
ら
す
薩
摩
川
内

　
～
薩
摩
川
内
を
つ
く
る
～｢

地
域
づ
く
り｣

　
▼�

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業（
地
球

に
や
さ
し
い
環
境
整
備
事
業
補
助
）

　
▼
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　
▼
都
市
計
画
推
進
事
業

■
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
が
終
了

す
る
平
成
32
年
度
ま
で
の
、
本
市
の
財
政

運
営
の
方
向
性
、
経
費
削
減
の
手
法
な
ど

に
つ
い
て
示
し
た
も
の

■
普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
、
橋
梁
、
農
林
水
産
施
設
、
住
宅
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
ま
た
は
公
共
施

設
の
新
増
設
・
改
良
な
ど
を
行
う
建
設
事
業

に
要
す
る
費
用

■
維
持
補
修
費

　
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
な

ど
に
要
す
る
費
用

■
事
業
見
直
し

　
施
策
・
改
善
・
廃
止
な
ど
の
総
合
的
な
評

価
に
基
づ
き
、
次
の
３
期
に
分
け
て
段
階

的
に
見
直
し
を
行
う
も
の

　
Ⅰ
期
：
平
成
25
～
27
年
度

　
Ⅱ
期
：
平
成
28
～
30
年
度

　
Ⅲ
期
：
平
成
31
～
32
年
度

■
総
合
戦
略

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
人
口
減
少
、

地
域
の
衰
退
な
ど
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、

集
中
的
・
効
果
的
に
展
開
す
る
施
策
を
定
め

た
も
の 用

語
解
説

進
捗
状
況

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
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